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平成26年７月25日 

各   位 

埼玉県春日部市赤沼870番地１ 

 会 社 名  株 式 会 社 篠 崎 屋 

 代表者名   代表取締役社長  樽 見  茂 

 コード番号  ２９２６  東証マザーズ 

                      問合せ先  取締役管理グループ長兼経営企画部長 

                               兼ＩＲ室長    矢  立   実  

 電 話 ０４８－９７０－４９４９ 

 

第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ 
 
当社は、平成26 年７月 25 日開催の取締役会において、以下のとおり、第三者割当による自己株式の

処分を行うこと（以下「本自己株式処分」といいます。）を決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 

１． 処分要領 

（１） 処 分 期 日 平成26年８月13日 

（２） 処 分 株 式 数 80,000株 

（３） 処 分 価 額 １株につき161円 

（４） 資 金 調 達 の 額 12,880,000円 

（５） 募集又は処分方法 

（ 処 分 予 定 先） 

第三者割当による処分 

当社の取締役及び従業員 28名 

（６） 処分後の自己株式 220,000株 

 

２． 処分の目的及び理由 

  当社は、本日開催の当社取締役会において、経営への参画意識の向上と勤労意欲の高揚を図ること

を通じた企業価値の向上を目的とするとともに、調達した資金を既存店の改装費用及び新規店舗の開

店時資金に充当するため、当社の取締役及び従業員に対して第三者割当により自己株式の処分を行う

ものであります。 

 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

（１）調達する資金の額 

① 払 込 金 額 の 総 額 12,880,000円 

② 発 行 諸 費 用 の 概 算 額 300,000円 

③ 差 引 手 取 概 算 額 12,580,000円 

（注）１．発行諸費用の概算額には、消費税は含まれておりません。 

２．発行諸費用の概算額は、電子公告費用、証券会社への手数料等であります。 
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（２）調達する資金の具体的な使途 

 自己株式処分により調達する資金 12,580,000 円（手取概算額）につきましては、当期（平成 26 年９

月期）から来期（平成27年９月期）の第１四半期ごろにかけて、全額、既存店の改装費用及び新規店舗

の開店時資金に充当する予定であります。 

 なお、実際の支出までは、当社預金口座にて適切に管理いたします。 

 

４．資金使途の合理性に関する考え方 

当社の事業運営に資するものであり、合理性があるものと判断しております。 

 

５．処分条件等の合理性 

（１）払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

 処分価額につきましては、本自己株式の処分に係る取締役会決議日の直前営業日である平成26年７月

24日における株式会社東京証券取引所が公表した当社普通株式の終値161円といたしました。 

取締役会直前営業日終値を基礎とした理由は、当該株価が取締役会決議日の直前のマーケット・プラ

イスであり、合理的であると判断したためであります。 

当該処分価額は、本株式発行に係る取締役会決議日の前営業日までの直近１ヶ月間（平成26年６月25

日から平成26年７月24日）の各取引日の終値単純平均（円未満切り捨て）である161 円に対しては同

額（±0.00％）、直近３ヶ月間（平成26年４月25日から平成25年７月24日）の各取引日の終値単純平

均（円未満切り捨て）162 円に対するディスカウント率は0.62％、直近６ヶ月間（平成26年１月25 日

から平成26年７月24日）の各取引日の終値単純平均（円未満切り捨て）166円に対するディスカウント

率は 3.01％となっております。また、当該処分価額につきましては、日本証券業協会の「第三者割当増

資の取り扱いに関する指針」にも準拠する範囲のものであることから、特に有利な金額には該当しない

ものと判断しております。 

なお、当社では、当社の監査役３名（うち社外監査役２名）全員より、当該処分価額は日本証券業協

会の「第三者割当増資の取り扱いに関する指針」にも準拠する範囲のものであり、特に有利な処分価額

には該当しない旨の意見を表明しております。 

 

（２）処分数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

 本自己株式処分により処分する自己株式は80,000株であり、その希薄化の規模は発行済株式総数に対

し0.55％（平成26年６月30日現在の総議決権個数141,366個に対する割合0.57％）と小規模なものの

ため、希薄化規模は合理的であると判断しております。 

 

６．処分予定先の選定理由等 

（１）処分予定先の概要 

① 当社の取締役 １名 

② 当社の従業員 27名 

（注）なお、当社は、「反社会的勢力でないことの表明・確約に関する誓約書」により、当該処分予

定先である取締役及び従業員が、反社会的勢力等とは一切関係がないことを確認しており、

その旨の確認書を株式会社東京証券取引所に提出しています。 

 

（２）処分予定先を選定した理由 

 当社取締役及び従業員の経営への参画意識の向上と勤労意欲の高揚を図ることを通じた企業価値の向

上を目的としたものであります。 
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（３）処分予定先の保有方針 

 当社は、処分予定先より当該処分株式を中長期的に保有する意向である旨をヒアリングにより確認し

ております。  

なお、当社は処分予定先から、払込期日（平成 26 年８月 13 日）より２年間において当該処分株式の

全部又は一部を譲渡した場合には、直ちにその内容を当社に対し書面にて報告すること、当社が当該報

告内容を株式会社東京証券取引所に報告すること、並びに当該報告内容が公衆の縦覧に供されることに

同意することにつき、確約書を取得する予定です。 

 

（４）処分予定先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

 当社は、本自己株式の処分予定先が当社の取締役及び従業員であることから、個人に対して本自己株

式処分の払込みを要するに相当の財産の有無、又は個人の資金調達方法等についてヒアリングを通じて

確認しております。その結果、当社は本自己株式処分の払込みを要する資金の確保はあるものと判断し

ております。 

 

７．処分後の大株主及び持株比率 

処分前（平成26年３月31日現在） 処 分 後 

樽見茂 25.83％ 樽見茂 25.83％

伊藤偉平 3.46％ 伊藤偉平 3.46％

株式会社ハギワラ 2.42％ 株式会社ハギワラ 2.42％

株式会社鈴木物産 2.07％ 株式会社鈴木物産 2.07％

樽見登美子 2.00％ 樽見登美子 2.00％

樽見浩 1.80％ 樽見浩 1.80％

中山文博 1.78％ 中山文博 1.78％

日本証券金融株式会社 1.61％ 日本証券金融株式会社 1.61％

篠崎屋役員持株会 1.34％ 自己株式 1.52％

篠崎屋取引先持株会 1.31％ 篠崎屋役員持株会 1.34％

（注）１．平成 26 年３月 31 日現在の株主名簿を基準に、本日現在当社において把握しうる大株主の状

況を記載しております。 

２．当社が保有している自己株式300,000株は、割当後には220,000株となります。 

 

８．今後の見通し 

本自己株式処分による当社の平成26年９月期の業績に与える影響は軽微であります。 

 

９．企業行動規範上の手続きに関する事項 

本件第三者割当は、① 希薄化率が 25％未満であること、② 支配株主の異動を伴うものではないこ

とから、東京証券取引所の定める上場規程第 432 条に定める独立第三者からの意見入手及び株主の意

思確認手続きは要しません。 

 

10．支配株主との取引等に関する事項 

  支配株主との取引等に該当しません。 
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11．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近３年間の業績                          （単位：百万円） 

 平成23年９月期 平成24年９月期 平成25年９月期 

売 上 高 5,256 4,703 4,590

営 業 利 益 △9 79 135

経 常 利 益 △9 89 134

当 期 純 利 益 △35 △226 104

１株当たり当期純利益（円） △249.49 △1,565.52 723.18

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） － － 250

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 9,325.94 7,760.42 8,483.60

（注）平成 26 年４月１日を効力発生日として、１株を 100 株とする株式分割を行っております。（平成

26年３月27日をもって、東京証券取引所における売買単位も100株に変更）。なお、上記の１株

当たり当期純利益、１株当たり配当金及び１株当たり純資産につきましては、当該株式分割前の

実績を記載しております。 

 

（２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成26年６月30日現在） 

 株 式 数（株） 発行済株式数に対する比率（％）

発 行 済 株 式 数 14,436,600 100.00

現時点の転換価額（行使価額）に 

お け る 潜 在 株 式 数 
－ － 

下限値の転換価額（行使価額）に 

お け る 潜 在 株 式 数 
－ － 

上限値の転換価額（行使価額）に 

お け る 潜 在 株 式 数 
－ － 

 

（３）最近の株価の状況 

① 最近３年間の状況 （単位：円） 

 平成23年９月期 平成24年９月期 平成25年９月期 

始  値 16,600 12,390 9,800

高  値 17,450 12,480 17,700

安  値 7,920 9,550 9,000

終  値 12,400 9,910 11,620

 

② 最近６か月間の状況 （単位：円） 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

始  値 20,000 16,000 16,600 177 162 166

高  値 25,000 17,780
19,910

※180
210 177 173

安  値 15,900 13,020
16,030

※164
160 143 155

終  値 16,280 17,000 ※176 161 168 163

（注）平成 26 年４月１日を効力発生日として、１株を 100 株とする株式分割を行っております。（平成

26年３月27日をもって、東京証券取引所における売買単位も100株に変更）。 

   ※印は、株式分割による権利落ち後の高値安値の株価を示しています。 
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③ 発行決議日前営業日株価 （単位：円） 

 平成26年７月24日 

始  値 159

高  値 164

安  値 159

終  値 161

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

 該当事項はありません。 

 

12．処分要項 

（１） 処 分 期 日 平成26年８月13日 

（２） 処 分 株 式 数 80,000株 

（３） 処 分 価 額 1株につき161円 

（４） 資 金 調 達 の 額 12,880,000円 

（５） 募集又は処分方法 

（ 処 分 予 定 先） 

第三者割当による処分 

当社の取締役及び従業員 28名 

（６） 処分後の自己株式 220,000株 

 

以 上 


